
監
修

熊

倉

功

夫

蔀

岡
文
化
一扁

大
学
学
三

筒

井

紘

一
久
フ日
庵
文
庫
文
庫
三

名

和

　

修

ラ
明
文
庫
文
庫
邑

川

崎

佐

知

子

全
立
命
館
大
学
文
学
部
准
教
遥

校
訂

茶
の
湯
古
典
叢
書

因

▼
Ａ
５
判

。
六

一
〇
買

・
ク

ロ
ス
装

・
ケ
ー

ス
入

定
価

一
六
、

二
〇
〇
円

税
挽

ё

【
好

評

発

売

中

　

平

成

２６

年

６

月

刊

行

】

③
予
楽
院
近
衛
家
熙
（１
６
６
７
～
１
７
３
６
）
は
江
戸
時
代
前

・
中
期
の

公
家
と
し
て
摂
政
、
関
白
、
太
政
大
臣
を
歴
任
し
た
が
、
単
に
最
高
の

地
位
に
あ
っ
た
公
家
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
学
術
文
化
人
と
し
て
も
、

書
画
や
茶
の
湯
、
花
道
な
ど
に
お
い
て
多
く
の
業
績
を
遺
し
た
。

○

『御
茶
之
湯
記
』
は
、
近
衛
家
烈
が
自
家
に
客
を
招
い
て
催
し
た
茶
会

の
晩
年
２４
年
間

（正
徳
３
年
［１
７
１
３
］
～
享
保
２‐
年
［１
７
３
６
ｇ

の
記
録
で
原
本
は
京
都

・
陽
明
文
庫
所
蔵
。
家
烈
側
近
の
者
が
そ
の
つ

ど
記
し
遺
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
茶
会
の
日
付
と
場
、
客
人
、
道
具
、

献
立
が
漏
ら
さ
ず
書
き
控
え
ら
れ
、
３
０
８
会
に
も
及
ぶ
茶
会
が
記
録

さ
れ
て
い
る
。

①
こ
の
時
期
は
、
日
本
料
理
が
急
速
に
発
展
し
た
と
き
で
、
懐
石
も
多
彩

な
内
容
を
充
実
さ
せ
て
い
た
。
食
材

・
調
理

・
食
器
に
つ
い
て
、
懐
石

の
み
な
ら
ず
食
文
化
史
と
し
て
も
重
要
な
記
事
が
少
な
く
な
い
。

①
全
文
を
忠
実
に
活
字
化
。
記
載
さ
れ
る
人
名

・
道
具

・
料
理

・
植
物

・

書
画
な
ど
の
解
説
や
他
の
記
録
と
の
照
合
な
ど
、
詳
細
な
脚
注

・
補
注

を
付
す
。
年
譜
の
ほ
か
解
説
３
篇
、
客
人

・
道
具

・
献
立
篇
の
索
引
も

併
載
。

カ
ラ
ー
ロ
絵

御
茶
湯
之
記

（翻
刻
）

解
説近

衛
家
熙
に
つ
い
て

（名
和
修
）

『
御
茶
湯
之
記
』
に
み
る
懐
石

（熊
倉
功
夫
）

近
衛
家
熙
の
茶
会

（筒
井
紘

一
）

『
御
茶
湯
之
記
』
の
書
誌
お
よ
び
関
連
資
料

（川
崎
佐
知
子
）

『
御
茶
湯
之
記
』
関
連
年
譜

票
引
　
客
人
篇

道

旦
径
用

掛
物
／
釜
／
香
合
／
茶
入
／
茶
杓
／
水
指
／
花
入
／
茶
碗
／
香
炉

／
そ
の
他

（風
炉
、
炭
籠

・
炭
取
、
水
次
、
蓋
置
、
棚

・
休
台

・
台
、
卓
、
そ
の
他
）
／
花

辞
竺
立
管
仲
料
理
／
菓
子
／
器
物

（椀
、
重
箱
、
盆
、
膳
、
皿
、
鉢
、
そ
の
他
）
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一
林

監

縫

章

　

　

　

一
御
吸
物

笠

能

む

一
『
特

は
中

っ
帷
中
』
眸
］
　
　

一
御
茶
く
は
し

⌒
ゆ
鮨
Ｔ
一』
聘

［‐５
　
工
徳
三
年
十

一
月
二
十
五
日
］

五
茎
展

欺
騒
條
釧
本輌

御
掛
物
　
離
離

雪
班
耶
　
　
　
一　
釜
　
　
中
輪

御
香
合
　
南
【
宋
付
生
完
　
　
一
茶
入
　
布
引

ェ爬

茶
杓
　
　
和
杯
　
　
　
　
　
　
一　
水
指
　
蓼
手
桶

■ 御茶湯之記本文組み見本 ■

憧
花
生
瓢
箪
室
禦
Ｔ
水
仙
花

御
に
も
の
整
融
肛わ
さひみそ

一
御
か
う
の
物

一　
御
吸
物
代

一
御
茶
く
は
し

８
　
拠
の
紛
。
棋
は
、
柵

・
梨

・
黍
等
釉
り
気
の
少
な
い
　
郷

品
狙
辞
。
「
不
レ村
者
を
柾
と
云
」
Ｇ
大
和
本
車
し
。

９
　
申
貝
。
中
に
刺
し
て
干
し
た
地

（「本
棚
食
鎌
」
十
）。

１０
　
桐
麻
併
。
小
麦
粉
と
白
砂
猶
を
水
で
こ
ね
た
生
地
を

ま
る
く
平
ら
に
の
ば
し
、
表
面
に
白
胡
麻
を
付
け
て
焼
い

た
来
子

（「仰
前
来
子
秘
伝
抄
し
。

せ
り
叫
力ヽき
ま
　
　
一
御
さ
か
な
　
塩
あ
ゆ

む
し
や
き
栗
鉛
】
砒
こ

［‐６
　
正
徳
三
年
十
二
月
三
日
］

士
亘
百
継
鮪（ｌ

）

一すま
雛
汁

凱
航
れ

到
せ
ん
髄
　
触
引

１
　
「拠
記
」
享
保
十
六
年
六
月
二
十
五
日
条
に
よ
れ
ば

「長
二
尺
七
八
寸
、
概
三
尺
凶
五
寸
」
の
夜
会
用
掛
物
。

維
【
は
道
釈
回
の
画
翅
の
ひ
と
つ
。
↓
補
１３

２

肩

二
皿

一
里
一一
「米
肛
愁

藉
番
合
」。
祠

巴

享
保
十
九
年
十

一
月
十
六
日
条
に

「各
合
ハ
前
京
ノ
ク
ヮ

ラ
ノ
形
ニ
テ
ウ
ラ
ワ
モ
テ
ト
モ
ニ
竹
ノ
モ
ヤ
ウ
ア
リ
、
メ

ツ
ラ
ン
キ
誉
被
也
」。

３
　
「第

一
回
」

一
四
一
「瀬
戸
肩
付
泰
入

〈布
引
と
。

「御
迪
具
目
録
」
に

「布
引
」。
伊
迷
吉
村
か
ら
の
駅
上
品

令
他
所
」
享
保
九
年
脚
四
月
二
十
四
日
）。
↓
相
＝

４
　
キ
ン
コ
科
の
ナ
マ
コ
類
。
金
海
嵐
。
煮
物
・
酢
の
物

に
し
た

（冒
付
型
綱
日
酬
味
抄
し
。

５
　
４
鮭
や
泣
鮒
と
大
根
争
の
野
来
を
無
込
ん
だ
料
狙

令
科
型
網
目
削
味
抄
し
。
船
埒
煮
。

御

掛

物

　

定
家
卿
型

防

¨

一仰
番
八
ロ　
ハジ
カ
ツ
，レ（促

金
気

御
茶
入
　
牌
四
郎

華
入
　

鰈

馬

作
掃

御
釜
　
　
証
昼
審
棋

御
茶
入
　
落
和
武
英

御
献
立

御
蒸
物
　
撃れ催

御
香
の
物
　
岨い
つ

ねり
肴
　
こ
の
わ
た
塩
あ
ゆ

御
茶
来
子
　
跡
ω喝　
鍋
やき

参
上
　
勲
鵬陸

一　
御
釜
　
　
増
水

一
御
水
指
　
伽
前
片
今配

一

茶
杓
　
　
宗
和

一側課
妨

鮎轍
籾
（５
）

一　
御
水
指
　
納
椰
焼

講
座

日
本
茶
湯
全
皇

茶
の
湯
文
化
学
会
創
立
二
〇
周
年
記
念
出
版
　
全
三
巻

正Al三年

近
年
、
茶
の
湯
の
歴
史
的
研
究
は
、
著
し
い
展
開
と
と
も
に
、
テ

ー

マ
は
多
岐
に
わ
た
り
詳
細
を
き
わ
め
て
い
る
。

本
講
座
は
、
日
本
文
化
史
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
茶
の
湯
の
展

開
を
、
茶
の
湯
文
化
学
会
が
総
力
を
あ
げ
、
最
新
の
研
究
成
果
を
ふ

ま
え
て
通
覧
す
る
。
茶
の
湯
の
成
立
か
ら
近
代
ま
で
を
見
通
し
た
初

め
て
の
通
史
。

さ
ら
に
深
く
茶
の
湯
研
究
を
志
す
人
に
と

っ
て
の
ハ
ン
ド
ブ

ツ
ク

的
な
要
素
も
も
た
せ
る
。

ｌ
　
Ы
科
医
。
「法
限
加
鍋
作
安
　
小
川
麺
竹
屋
町
下
ル

町
東
側
」
令
良
広
名
銭
し
。
正
椒
三
年
七
月
法
眠
勅
酢

令
雑
＋
日
配
」
正
徳
二
年
七
月
十
六
日
）。

２
　
陽
明
文
中
脱

「泳
ヰ

「泊
瀬
山
■

藤
原
定
家
炸
』
一

棚
。
「を
は
つ
せ
や
み
ね
の
と
き
は
木
ふ
き
し
を
り
あ
ら

し
に
く
も
る
ゆ
き
の
や
ま
も
と
」
含
最
勝
四
天
王
院
和

歌
」
４６
・
定
家
、
題

「泊
瀬
山
じ

を
警
く
。
予
楽
院
装
其
。

「世
炉
一
９３
・
「醒
宝
」
閣
。
口
織
４
↓
補
１５

３

「第
ニ
ロ
」
一
四
六

「
ハ
シ
カ
彫
手
縫
奮
合
」。
「拠

肥
」
享
保
十
年
十
二
月
五
日
条
に

「難
朱
ノ
ヤ
ウ
エ
ミ
ヘ

テ
ハ
ン
カ
ホ
リ
也
、
形
ハ
手
ツ
キ
ノ
カ
コ
ノ
形
也
」。

４
　
「加
祀
」
享
保
十
四
年
十

一
月
十

一
日
条
に

「制
前

ノ
片
ロ
ヌ
リ
フ
タ
」
と
あ
る
。

５

「弟
二
Л
〓

一
一
「元
信
　
般
洪
鉄
籾
双
価
」。
「机

肥
」
享
保
九
年
十

一
月
六
日
条
に

「古
法
限
ノ
カ
マ
テ
ツ

カ
イ
ノ
ニ
柄
対
」。
蝦
纂
鉄
初
は
適
釈
団
の
画
題

（「後
繁

祀
じ
。
古
法
眠
は
狗
野
元
信

（
一
四
七
六
！

一
五
五
九
）

の
通
称

（「本
棚
画
吏
じ
。

６
　
ス
イ
レ
ン
科
の
多
年
半
。
率
来
。
山
城
国
洸
・
伏
見

の
川
上
に
多
く
産
し
た
。
「和
名
沼
奈
波
」
含
和
決
三
オ

図
会
」
九
七
）。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２‐

御
汁
す

あと

ん
一ぢ

い
り
鳥
　
ちヵ、
ヽも
小
な

御
吸
物
　
れ
詢
協漣
加

◎
編
集
委
員
会
◎

代
表
　
熊
倉

功
夫

（静
岡
文
化
芸
術
大
学
学
長
）

影
山

純
夫

（神
戸
大
学
名
誉
教
授
）

竹
内

順

一

（永
青
文
庫
館
長
）

田
中

秀
隆

（大
日
本
茶
道
学
会
副
会
長
）

谷
端

昭
夫

（湯
木
美
術
館
学
芸
部
参
与
）

中
村

修
也

（文
教
大
学
教
育
学
部
教
授
）

中
村

利
則

（京
都
造
形
芸
術
大
学
教
授
）

美
濃
部

仁

（明
治
大
学
国
際
日
本
学
部
教
授
）

▼
四
六
判

。
各
巻

平
均
三
二
〇
頁

第

一
巻

中
世

本
体
二
、
五
〇
〇
円

第
二
巻

近
世

本
体
二
、
五
〇
〇
円

第
二
巻

近
代

本
体
三
、
五
〇
〇
円

†宝共
α)

1勿

（税
別
）

（税
別
）

（税
別
）


